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9:00～9:10	 開会式

9:10～10:00	 Live-大会長講演	 座長：長尾 能雅（名古屋大学医学部附属病院）

心でつなぐ安全文化～Cosmetic	complianceとの戦い～
○矢野 真（日本赤十字社医療事業推進本部）

10:10～11:30	 Live-PD1（パネルディスカッション）	 座長：プログラム委員会

コロナ禍における医療の質と安全

11:40～12:40	 Live-教育セミナー 1

医療DX（Digital	Transformation）によって変わるチーム医療
○田中 聖人（京都第二赤十字病院 院長補佐 / 総合内科部長）

共催：テルモ株式会社

12:50～14:10	 Live-SY1（シンポジウム） 座長：菊地 龍明（横浜市立大学附属病院） 
　　　鈴木 明（浜松医科大学医学部附属病院）

事例に学ぶ:現場の事例は共有されているか、事故調査の結果は共有されているか、再発防
止に活かされているか

1	 ECMO関連死亡事故からの再発防止に向けた取り組み
○南須原 康行（北海道大学病院 医療安全管理部）

2	 医療事故を改善に活かす－病理検体取り違え事案とその後の取り組み－
○近本 亮、森山 嘉子、藤末 昂一郎、上田 麻子、家入 笑美、中村 有紀子、吉富 晃子
熊本大学病院 医療の質・安全管理部

14:20～15:20	 	一般演題（口演・ポスター）、安全を支える技術展	閲覧時間	
安全を支える技術展	質疑応答

15:30～16:30	 Live-招請講演 1	 座長：荒神 裕之（山梨大学医学部附属病院）

新型コロナウイルス感染症への対応
○大曲 貴夫（国立国際医療研究センター病院 国際感染症センター）

16:40～17:40	 Live-招請講演 2	 座長：渡邉 幸子（白岡中央総合病院医療安全管理課）

安全を支える土壌としての安全文化
〇小林 宏之（リスクマネジメント・危機管理専門家・航空評論家（元日本航空機長））

18:00～	 バーチャルレセプション（Web懇親会）
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	 Ch.	 2

10:10～11:30	 Live-PD2（パネルディスカッション） 座長：辰巳 陽一（近畿大学病院 安全管理部） 
　　　長谷川 剛（上尾中央総合病院）

医療安全対策への行動経済学の流れを探る

1	 行動経済学の概念の医療安全への応用
○辰巳 陽一1、長谷川 剛2、林 知江美3

1 近畿大学医学部附属病院 安全管理部・医療安全対策室、2 上尾中央総合病院・呼吸器外科、
3 三菱京都病院・看護部

2	 経済学の考え方の変遷と行動経済学の医療への応用
○長谷川 剛（上尾中央総合病院 情報管理部）

3	 現場での行動経済学応用の可能性：日常診療のギャップから
○林 知江美（三菱京都病院 看護部）

11:40～12:40	 Live-教育セミナー 2

急性期病院における睡眠環境改善プロジェクト～眠れない病院からの脱却を目指して～
○佃 順子（大阪大学医学部附属病院 副看護部長）

○仲島 圭将（大阪大学医学系研究科医療情報学 特任研究員）

睡眠データを活用した医療の質・安全への新たなアプローチ
○織田 良正（社会医療法人 祐愛会織田病院）

共催：パラマウントベッド株式会社

12:50～14:10	 Live-SY2（シンポジウム） 座長：若尾 文彦（国立がん研究センター がん対策研究所） 
　　　水流 聡子（東京大学）

がん診療体制の質評価と診療科内クリニカルガバナンスのみえる化

1	 がん診療体制の質評価と診療科内クリニカルガバナンスの調査手法開発
○水流 聡子1、若尾 文彦2

1 東京大学 総括プロジェクト機構、2 国立がん研究センター がん対策研究所

2	 質評価指標調査を活用した院内から愛媛県全体へのPDCA活動の展開
○青儀 健二郎1、谷水 正人2、愛媛がん診療 連携協議会3

1NHO四国がんセンター 臨床研究推進部、2NHO四国がんセンター 内科、3 愛媛県がん診療連携協議会

3	 クリニカルガバナンス構築を目的とした診療科間がん診療体制に関する調査
○羽藤 慎二（国立病院機構四国がんセンター 消化器外科）

4	 ミニ調査票で明らかとなった各科医師の診療体制認識の差
○藤田 伸（栃木県立がんセンター 副病院長）

5	 がん手術系：ミニ調査票を用いた調査事例
○川島 吉之1、福田 俊1、横田 治重2

1 埼玉県立がんセンター 消化器外科、2 埼玉県立がんセンター 病院長

6	 がん診療体制の質評価におけるミニ調査票の有用性	-診療科間・診療科内の比較-
○井ノ口 幹人（武蔵野赤十字病院 外科）

7	 血液がん診療体制評価票（調査シートＡ）の院内試用経験
○玉木 茂久（伊勢赤十字病院 血液内科 医療安全推進室）
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14:20～15:20	 	一般演題（口演・ポスター）、安全を支える技術展	閲覧時間	
安全を支える技術展	質疑応答

15:30～16:30	 Live-SY3（シンポジウム） 座長：小松 康宏（群馬大学） 
　　　木内 淳子（滋慶医療科学大学）

医療安全活動を可視化する～医療の質・安全学会誌へ投稿しよう！～

1	 医療の質・安全学とは何か。医療の質・安全学の研究とは何か。
○山口（中上） 悦子（大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部）

2	 医療の質・安全学会誌に投稿しよう	
医療の質・安全学会誌の投稿規定、論文の種類、査読プロセス、採用されるため
のコツ
○小泉 俊三（一般財団法人 東光会 七条診療所 所長）

3	 医療の質・安全活動の報告―研究倫理審査やインフォームドコンセントの要否を
どのように判断するか
○小松 康宏（群馬大学大学院医学系研究科 医療の質・安全学講座）

16:40～17:40	 Live-SY4（シンポジウム） 座長：小泉 俊三（七条診療所） 
　　　綿貫 聡（多摩総合医療センター）

医療安全管理者が医療の質や患者安全を継続的に学ぶには、どうしたら良いのか？

1	 医療安全管理者の継続学習方法の提案	
安全管理業務とリンクした学習と知識のアップデートの必要性
○栗原 健（名古屋大学医学部附属病院 患者安全推進部）

2	 医療安全管理者の継続学習に必要なこと
○荒井 有美（北里大学病院 医療の質・安全推進室）

3	 医療の質・安全の教育：現場で本当に必要なものをハーバード大学で学びなおし
てみた結果
○和足 孝之1,2

1島根大学附属病院 総合診療医センター、2Division of Hospital Medicine, VA hospital, Michigan University.

4	 医療安全管理者の継続的学習～理解・定着・活用を意識して～
○松村 由美（京都大学医学部附属病院 医療安全管理部）
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	 Ch.	 3

10:10～11:30	 Live-SY5（シンポジウム） 座長：堀 雄史（浜松医科大学医学部附属病院） 
　　　梅村 朋（名古屋大学医学部附属病院）

危険薬の誤投与防止対策の標準化に向けて

1	 医療安全全国共同行動・行動目標１「危険薬の誤投与防止」の改訂	
－その源泉（NDP危険薬の誤投与防止	Best	Practice）から現行版策定までの経緯－
○我妻 恭行（東北医科薬科大学 薬学部薬剤学教室）

2	 ３県病院薬剤師会および国立大学附属病院へのアンケート調査
○照井 一史1,2

1弘前大学医学部附属病院 薬剤部・医療安全推進室、2医療安全全国共同行動 企画委員会 技術支援部会委員

3	 医療安全全国共同行動	医療安全実践ハンドブック	行動目標1「危険薬の誤投与防
止」改訂の議論とねらい
○赤坂 和俊1,2 ,3

1 東北大学病院 薬剤部、2 東北大学病院 医療安全推進室、
3 医療安全全国共同行動 企画委員会技術支援部会 行動目標1

4	 質の高い薬物療法を達成するためのチームプレイのあり方～中小病院の実例から～
○酒向 幸（医療法人香徳会 関中央病院 在宅医療介護部）

5	 医療安全全国共同行動	医療安全実践ハンドブック	行動目標1「危険薬の誤投与防
止」の改訂のまとめ
○梅村 朋1,2

1 名古屋大学医学部附属病院 患者安全推進部、2 医療安全全国共同行動技術支援部会 行動目標1

11:40～12:40	 Live-教育セミナー 3

誤接続防止コネクタ製品の導入からみえた課題	-地域連携の重要性を考える-
○鹿又 一洋（埼玉医科大学病院 医療安全対策室）

共催：ニプロ株式会社
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12:50～14:10	 Live-SY6（シンポジウム）	
	 座長：安藤 廣美（飯塚病院特任副院長／医療の TQM 推進協議会理事長）

“医療のTQM”を推進する－TQMの５W1H－

1	 愛仁会のＴQM/業務改善
○伊藤 成規（社会医療法人 愛仁会 本部）

2	 Mr.WHY	「何故、病院に、ＱＣサークル活動、ＴＱＭなどの「質管理」の手法を必
要とするのか」
○北島 政憲（一般社団法人医療のTQM推進協議会 事務局長）

3	 組織力を高めるTQM/カイゼンを問い直す「学び」「遊び」の場としての大学院教
育
○山口（中上） 悦子（大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部）

4	 TOYOTA	WAYを基盤にしたQCサークル活動の導入と推進
○岩瀬 三紀（トヨタ記念病院 循環器科）

5	 人類の進化と集団行動におけるTQM
○安藤 廣美（麻生 飯塚病院 心臓血管外科）

6	 医療のTQMとリーダーシップ
○伊澤 敏（佐久総合病院 精神神経科）

14:20～15:20	 	一般演題（口演・ポスター）、安全を支える技術展	閲覧時間	
安全を支える技術展	質疑応答

15:30～16:30	 Live-PD3（パネルディスカッション）	
	 座長：山口（中上） 悦子（大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部）

やさしく取り組める継続的質改善の手法～事故防止をテーマとして～

1 ○山口（中上） 悦子（大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部）

2 ○田中 宏明（ベルランド総合病院 クオリティ管理センター）

16:40～17:40	 Live-PD4（パネルディスカッション）	 座長：大澤 晋（岡山大学病院）

選べない上司とともに成功する医療安全管理部門とは？-上司になってしまった苦悩と若手
医療安全部員からの見解-

1	 名古屋大学、最高質安全責任者CQSOプロジェクトによる人財育成
○深見 達弥、長尾 能雅
名古屋大学医学部附属病院 患者安全推進部

2	 新しい施設に上司として入職した時のリーダーシップとフォロワーシップ
○伊藤 英樹（広島大学病院 医療安全管理部）

3	 低活動性医療安全部門を憂う～現場医師の立場から
○永渕 弘之（神奈川県立こども医療センター 救急集中治療科）

4	 選べない上司とともに成功する医療安全管理部門とは～過去の経験から学んだこと～
○渡邉 幸子（医療法人社団哺育会 白岡中央総合病院 医療安全管理課）
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	 Ch.	 1

8:00～9:00	 Live-招請講演 3	 座長：渡邉 幸子（白岡中央総合病院医療安全管理課）

伝えるのは命　繋ぐのは命
○坂東 元（旭山動物園 園長）

9:10～10:10	 Live-招請講演 4 座長：荒井 有美（北里大学病院） 
　　　荒神 裕之（山梨大学医学部附属病院）

カルチャーモデル	最高の組織文化のつくり方
○唐澤 俊輔（Almoha LLC 共同創業者 / デジタル庁 人事・組織開発）

10:10～11:00	 	一般演題（口演・ポスター）、安全を支える技術展	閲覧時間	
安全を支える技術展	質疑応答

11:00～11:30	 特別企画 5（プログラム委員会企画）	
	 座長：亀森 康子（自治医科大学附属さいたま医療センター 安全管理室）

インシデント報告なんていらない？！
○遠山 信幸（自治医科大学附属さいたま医療センター 医療安全・渉外対策部）

11:40～12:40	 Live-教育セミナー 4	
	 司会：長尾 能雅（名古屋大学医学部附属病院 副病院長、患者安全推進部 教授）

静脈血栓塞栓症(VTE)診療における院内体制の整備～データに基づく予防対策の実践～
○日浅 謙一（九州大学病院 循環器内科）

共催：日本コヴィディエン株式会社

13:00～14:00	 Live-特別講演	 座長：矢野 真（日本赤十字社医療事業推進本部）

世界一の治安と警察のコンプライアンス
○金髙 雅仁（元警察庁長官、警察共済組合理事長、日本国際警察協会会長）

14:10～15:00	 総会、表彰式
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15:30～16:50	 Live-PD5（パネルディスカッション）	 座長：水流 聡子（東京大学）

良質なチーム医療のための患者記録のデジタルトランスフォーメーション

1	 大阪医科薬科大学病院におけるスマートホスピタル実現に向けたクリニカルパス
改善に対する取り組み
○上田 英一郎（大阪医科薬科大学病院 医療総合管理部 QI管理室／診療情報管理室）

2	 看護記録入力作業の課題と時間短縮への取組み
○東尾 智美（大阪医科薬科大学病院 病院看護部）

3	 医療の質向上・記録の良質化・看護師の働き方改革への取り組み	
―患者適応型パスシステム（PCAPS）導入から進化への経緯―
○福山 麻里（奈良県立医科大学附属病院 看護部）

4	 大学病院におけるチーム医療を実現する患者記録の良質化と見える化の取り組み
のコツ
○玉本 哲郎（奈良県立医科大学 附属病院・医療情報部）

17:00～17:50	 総括セッション

17:50～18:00	 閉会式
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9:10～10:10	 特別企画 4（教育講演）	
	 座長：亀森 康子（自治医科大学附属さいたま医療センター安全管理室）

安全文化の醸成を図る	
－部門のトップと医療安全管理者の協働の推進を－

○嶋森 好子（岩手医科大学 名誉教授）

10:10～11:00	 	一般演題（口演・ポスター）、安全を支える技術展	閲覧時間	
安全を支える技術展	質疑応答

11:00～11:30	 Live-教育セミナー 5（ミニレクチャー）

組織の安全文化の育成　－情報共有プラットフォーム活用の観点から－
○村田 太郎（クリックテック・ジャパン株式会社 営業本部 インダストリー営業部 部長）

共催：クリックテック ・ ジャパン 株式会社

11:40～12:10	 Live-教育セミナー 6（ミニレクチャー）

ラベルのカラー化による医療事故防止の取り組みについて	
～よりわかりやすいラベルデザインを目指して～

○西川 満則（大阪大学医学部附属病院 薬剤部 薬剤主任）

共催：エプソン販売株式会社

12:20～12:50	 Live-教育セミナー 7（ミニレクチャー）

患者の声を反映させた医療の実現に向けて
○小林 美亜（千葉大学医学部附属病院）

共催：株式会社girasol

14:30～15:20	 一般演題（口演・ポスター）、安全を支える技術展	閲覧時間

46

第2日目　11月28日（日）

２
日
目
プ
ロ
グ
ラ
ム

プログラム一覧　第 2 日　11月28日（日）　Ch. 2



15:30～16:50	 Live-SY7（シンポジウム）	
	 座長：鮎澤 純子（九州大学大学院医学研究院 医療経営・管理学講座）

医療機関における医療機器等を安全に使用するための情報共有はどうあるべきか

1	 医療機器等に関連するインシデントの類型化と再発防止への挑戦
○長尾 能雅1、梅村 朋1、栗原 健1、相木 一輝2、藤原 道隆3

1名古屋大学医学部附属病院 患者安全推進部、2名古屋大学医学部附属病院 医療技術部臨床工学・歯科部門、
3 名古屋大学医学部附属病院 医療機器総合管理部

2	 医療機器安全管理業務を推進する際の障壁となりうる課題抽出のための調査結果
○中島 勧1、長江 祐吾2、新 秀直2、藤井 清孝3

1 埼玉医科大学総合医療センター 医療安全管理学、2 東京大学医学部附属病院、
3 神戸市立西神戸医療センター

3	 医療機関における医療機器を安全に使用するための情報共有はどうあるべきか	
～医療機関内の機器の安全使用のためのためのシステムと院内資格制度の構築を～
○嶋森 好子（学校法人 岩手医科大学 名誉教授）

4	 米国における医療機器に関する情報周知・共有及び情報伝達に関連するインタ
ビュー調査報告－小児専門病院と腎透析クリニックの例－
○小松 恵（岩手医科大学 看護学部）

5	 「医療機関における医療機器等を安全に使用するための情報共有のあり方の研究」
の成果と提言の方向性
○鮎澤 純子（九州大学大学院医学研究院 医療経営・管理学講座）
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	 Ch.	 3

9:10～10:10	 Live-SY8（シンポジウム）	 座長：小松 康宏（群馬大学大学院医学系研究科）

患者参加型医療の推進におけるカルテ共有の意義と未来－あなたのカルテ見せられますか－

1	 カルテは誰のもの－ニューヨークで医師として、そして患者としてカルテを共有
してみたら－
○山口 典宏1,2 ,3 , 4、滝沢 牧子5、野間口 聡6、亀田 信介7

1The Rockefeller University、
2Rockefeller University Hospital、3Elizabeth and Vincent Meyer Laboratory of Systems Cancer Biology、
4The David Rockefeller Graduate Program in Bioscience、5 群馬大学、6 用賀アーバンクリニック、
7 社会福祉法人太陽会

2	 20 年前の開業当初からずっとカルテを公開し続けてきたクリニックの話
○野間口 聡（医療法人プラタナス用賀アーバンクリニック 脳神経外科）

3	 医療の質の改善とリスクマネージメント、患者様満足度と信頼関係の向上の時代
から、長寿人口減少、Dx	時代に医療情報システムをどの様に進化させ、活用すべ
きか？
○亀田 信介（社会福祉法人太陽会 理事長）

4	 患者参加型医療への挑戦、カルテ共有のあゆみ
○滝沢 牧子1、対馬 篤人2、小松 康宏1

1 群馬大学大学院医学系研究科 医療の質・安全学、2 群馬大学大学院医学系研究科 放射線診断核医学

10:10～11:00	 	一般演題（口演・ポスター）、安全を支える技術展	閲覧時間	
安全を支える技術展	質疑応答

11:00～11:30	 特別企画 6（プログラム委員会企画）

フルネームを名乗ってもらうルールなんていらない？！
○渡邉 幸子（白岡中央総合病院 医療安全管理課）

11:40～12:40	 Live-第 38 回医療安全管理者ネットワーク会議	in	学術集会
座長：甲斐 由紀子（医療安全管理者ネットワーク委員、宮崎大学医学部看護学科）

１	 医療安全管理者ネットワーク会議の活動報告
○寺井 美峰子（ 医療安全管理者ネットワーク委員会担当理事、

公益財団法人田附興風会 医学研究所北野病院）

2	 「心理的安全性」と医療の質・安全
○山口（中上） 悦子（大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部 部長・病院教授）

共催：ニプロ株式会社

14:30～15:20	 一般演題（口演・ポスター）、安全を支える技術展	閲覧時間

15:30～16:50	 Live-教育委員会企画継続研修会	 座長：辰巳 陽一（近畿大学病院 安全管理部）

Rapid	Response	Systemとは何か？何故必要か？
○新井 正康（ 北里大学医学部附属新世紀医療開発センター、

横断的医療領域開発部門侵襲制御・生体危機管理医学）
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	 特別企画 1（医療安全全国共同行動）
座長：菅野 隆彦（下伊那厚生病院 内科） 
　　　杉山 良子（パラマウントベッド株式会社 技術本部）

医療安全温故知新＜医療安全発展の源流を遡る＞～NDPから医療の質安全学会、医療安全
全国共同行動へ～（上原鳴夫先生・三宅祥三先生の事績を振り返る）

1	 医療の構造的問題点は改善されたか？	～	2004 年のパワーポイントとの比較	～
○河野 龍太郎（自治医科大学 名誉教授／株式会社安全推進研究所 代表取締役所長）

2	 企業の品質管理担当者として医療改革に伴走した 20 年
○井上 則夫（株式会社竹中工務店 品質部）

3	 NDPがすべての原点（医療安全から質経営）
○矢野 真（日本赤十字社 医療事業推進本部）

4	 NDP体験と実践	-それぞれにとっての「何をなすべきか」-
○齋藤 泰紀（宮城県結核予防会 複十字健診センター）

5	 危険薬の啓発と危険薬の誤投与防止のためのNDP	Best	Practice
○我妻 恭行（東北医科薬科大学 薬学部薬剤学教室）

6	 医療安全・質改善への巻き込まれと、急変対応の取り組み
○高橋 英夫（武蔵野赤十字病院 集中治療部）

7	 異業種との邂逅・質改善の学び
○伊澤 敏（JA長野厚生連 佐久総合病院）

8	 “医療のTQM推進”を課題として学んだこと
○安藤 廣美（株式会社麻生／飯塚病院）

9	 上原鳴夫先生と世界の	patient	safety	
○小泉 俊三（東光会七条診療所）

10	 箱根会議（日本医学会「医学・医療安全の科学」2004 年8 月）を振り返って、今思う
こと
○原田 賢治（東京農工大学保健管理センター）

11	 上原先生の目指された患者本位の医療、そして、患者・市民の医療参加
○山内 桂子（東京海上日動メディカルサービス株式会社）

12	 院長として医療安全に燃やした命（三宅祥三先生）
○杉山 良子（パラマウントベッド株式会社 技術本部）

13	 NDPから医療安全全国共同行動の 20 年で、医療安全は進歩したのだろうか
○菅野 隆彦（下伊那厚生病院 内科）
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	 特別企画 2（妊産婦安全共同プロジェクト） 座長：小谷 友美（名古屋大学医学部附属病院） 
　　　小松 康宏（群馬大学病院）

2021WHO世界患者安全の日　妊産婦安全共同プロジェクト	
「分娩周辺期医療でZero	harmを実現する」

1	 母体死亡ゼロを目指して
○牧野 真太郎（順天堂大学 医学部附属浦安病院 産婦人科）

2	 「分娩周辺期医療でZero	harmを実現する」	
－小児科医の立場からNCPR（新生児蘇生法）を中心に－
○草川 功（聖路加国際大学・聖路加国際病院 小児科）

3	 安全で持続性のある分娩周辺期医療のために領域を超えて取り組むべき課題
○安田 あゆ子（藤田医科大学病院 医療の質・安全対策部 医療の質管理室）

	 特別企画 3（妊産婦安全共同プロジェクト）	 座長：田中 和美（群馬大学医学部附属病院）

2021WHO世界患者安全の日妊産婦安全共同プロジェクト	
「スリランカにおける周産期安全向上の軌跡」

	 Effective	Implementation	of	structured	Quality	Management	System	
improves	Perinatal	Safety	and	Responsive	care.	A	case	Study	of	
Internationally	benchmarked	Study	Centre	in	Sri	Lanka
○Wimal Karandagoda（Lanka Hospitals Director Medical Services）

	 OnDemand-SY1（シンポジウム）	 座長：楠岡 英雄（独立行政法人国立病院機構）

認定病院患者安全推進協議会の果たしてきた役割の総括と今後の展望

1	 認定病院患者安全推進協議会の始まり
○星 北斗（星総合病院 事業本部）

2	 活動開始・「提言」が医療安全推進に与えたインパクト
○矢野 真（日本赤十字社 医療事業推進本部）

3	 活動に参加する病院は、PSP	をどのように自院や地域の患者安全推進に活用して
いるか	
～地域フォーラム幹事を経験した院長の立場から～
○牧野 憲一（旭川赤十字病院 院長）

4	 評価機構がPSP活動を行う意味を考える
○橋本 廸生（公益財団法人日本医療機能評価機構）
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	 OnDemand-SY2（シンポジウム）
座長：中島 和江（大阪大学医学部附属病院 / 独立行政法人 労働者健康安全機構） 
　　　徳永 あゆみ（大阪大学医学部附属病院 中央クオリティマネジメント部）

実践！レジリエント・ヘルスケア

1	 In	situ	simulationで超えるちょっとした障壁
○中村 京太1,2

1 大阪大学医学部附属病院 中央クオリティマネジメント部、
2 横浜市立大学附属市民総合医療センター 医療の質・安全管理部

2	 COVID-19 診療を通して考えるレジリエント・ヘルスケア
○小野 和代（東京医科歯科大学 統合診療機構、東京医科歯科大学病院 医療安全管理部）

3	 ワイヤレスインターカムによるリアルタイムな情報共有が促進する麻酔科医チー
ムの適応力向上：自律分散型のチームがもたらす質の向上
○佐藤 仁1,2

1横浜市立大学附属市民総合医療センター 麻酔科、2大阪大学医学部附属病院 中央クオリティマネジメント部

4	 Patient	journeyを支える「つながり」
○北村 温美1、徳永 あゆみ 1、中島 和江2,3

1 大阪大学医学部附属病院 中央クオリティマネジメント部、2 労働者健康安全機構、3 大阪大学

	 OnDemand-SY3（シンポジウム）	 座長：落合 慈之（東京医療保健大学学事顧問）

自動認識技術による医療の質・安全、働き方の改善

1	 薬機法改正の概要（医薬品等の安全対策におけるバーコードの利活用について）
○村岡 正之（厚生労働省 医薬・生活衛生局 医薬安全対策課）

2	 GS1 バーコードの効果的な利用のために	－バーコードの仕組みと実利用－
○植村 康一（GS1 Japan（一般財団法人流通システム開発センター）ソリューション第1部）

3	 市立伊丹病院におけるＵＤＩ利活用の取り組み（トレーサビリティと働き方改革へ
の対応）
○中雄 真一（市立伊丹病院 事務局）

	 OnDemand-SY4（シンポジウム）	 座長：西 信一（宝塚市立病院）

レジリエンスポテンシャルを高める機能共鳴分析手法（FRAM）を用いた医療安全対策

1	 日常的に実施している作業（機能）の繋がりが意識できる機能共鳴分析手法
○高橋 敬子（兵庫医科大学 医療クオリティマネジメント学）

2	 造影剤アナフィラキシー発生時の対応をFRAM分析を用いて検証する
○江口 明世1,2

1 兵庫医科大学 医療クオリティマネジメント学、2 兵庫医科大学 循環器・腎透析内科学

3	 夜間休日における安全な薬剤搬送対策
○森下 存子（兵庫医科大学病院 病院事務部管理課医療安全係）

4	 重症新型コロナウイルス感染患者に対する途切れのない安全なリハビリテーショ
ン医療の提供対策
○笹沼 直樹（兵庫医科大学病院 リハビリテーション技術部）
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	 OnDemand-SY5（シンポジウム） 座長：稲井 邦博（福井大学医学部分子病理学） 
　　　小林 英津子（東京大学大学院）

低解剖時代における死亡症例・合併症の調査法とは

1	 死のプロセスから見て、医療関連死調査で求められる要件とは
○稲井 邦博（福井大学 医学部 分子病理学）

2	 医療事故死調査における介在死因の活用
○宇野 美雪1、稲井 邦博2

1 福井大学医学部附属病院 薬剤部、2 福井大学医学部分子病理学

3	 低解剖時代における死亡時画像診断（オートプシー・イメージング：Ai）の重要性
○高橋 直也（新潟大学 大学院保健学研究科）

4	 コンピュータ支援Autopsy	imaging
○平野 靖（山口大学 医学部附属病院医療情報部）

5	 低侵襲病理解剖用ロボット-組織採取用先端デバイスの開発と評価-
○小林 英津子1、園田 浩多1、原 一晃1、稲井 邦博2

1 東京大学 大学院工学系研究科、2 福井大学 医学部

	 OnDemand-SY6（シンポジウム）
座長：山口（中上） 悦子（大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部） 
　　　辰巳 陽一（近畿大学病院 安全管理部）

コロナに負けない！ポストコロナにも活かせる参加型医療安全研修のノウハウ

1 ○山口（中上） 悦子（大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部）

2 ○辰巳 陽一（近畿大学病院 安全管理部）

3 ○岡本 綾子（大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部）

4 ○小出 直樹（大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部）

	 OnDemand-SY7（シンポジウム） 座長：荒神 裕之（山梨大学医学部附属病院） 
　　　小坂 鎮太郎（練馬光が丘病院）

診断エラーかもしれない、その時医師にどのように情報を伝えるか？

1	 医療多職種の協働により、診断の質を改善する
○綿貫 聡（東京都立多摩総合医療センター 救急・総合診療センター）

2	 薬剤師が診断エラーに気付いたときどうしているか	
～薬剤関連の診断エラーを医師に伝えるまでのハードルについて考える～
○榎本 貴一（練馬光が丘病院 薬剤室）

3	 理学療法士が診断エラーに気付いたときにどうしているか	
～医師に“聞く耳”を持ってもらうためにどうのように伝えるか～
○木村 泰（地域医療振興協会 練馬光が丘病院 医療技術部 リハビリテーション室）

4	 看護師が診断エラーに気づいたときにどうしているか
○谷口 かおり（島根大学 医学部環境保健医学講座（環境予防医学））
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	 OnDemand-SY8（シンポジウム）	 座長：畔柳 信吾（公立西知多総合病院）

COVID-19 と共存する時代の医療教育

1	 オンラインを活用した医療系学生、若手医療者へ向けたキャリア教育
○岡本 華枝（岐阜聖徳学園大学 看護学部）

2	 コロナ禍における看護大学学生への感染予防対策と教育の質保証
○鎌倉 やよい（日本赤十字豊田看護大学 看護学部）

3	 コロナ禍において経験したオンライン形式の講義と今後について思うこと
○武田 大地（岡山理科大学 理学部 応用物理学科 臨床工学専攻）

4	 医療者、非医療者を巻き込んだ	“これからの医療を考えるオンラインコミュニティ”	
『プラスメディカル』の取組みについて
○占野 裕幸（横浜市立市民病院 画像診断部）

	 OnDemand-SY9（シンポジウム） 座長：加納 隆（滋慶医療科学大学大学院） 
　　　廣瀬 稔（滋慶医療科学大学）

今だから必要とされる病院内電波利用のリスク管理

1	 「医療機関において安心・安全に電波を利用するための手引き」改定と総務省の取
組	-今だから必要とされる病院内電波利用のリスク管理-
○松宮 志麻（総務省 総合通信基盤局電波部電波環境課）

2	 携帯電話と医療機器	～リスクマネジメントを中心に～
○新 秀直（東京大学医学部附属病院 企画情報運営部）

3	 医用テレメータの問題点とリスク管理	-今だから必要とされる病院内電波利用のリ
スク管理-
○村木 能也（星槎大学 中島研究室）

4	 医療機関における無線LAN活用上の問題点と改定版「手引き」
○花田 英輔（佐賀大学 理工学部 情報部門）

	 OnDemand-SY10（シンポジウム）	 座長：増﨑 英明（佐世保市総合医療センター）

当院におけるペイシェントハラスメントへの対応について

1	 Ａ病院のペイハラ対応と顧問弁護士の役割
○福﨑 博孝（弁護士法人ふくざき法律事務所 弁護士）

2	 当院におけるペイシェントハラスメント対策の概要
○谷口 英樹（日本赤十字社長崎原爆病院）

3	 長崎における基幹病院のペイハラ対策と大学病院の対応
○栗原 慎太郎（長崎大学病院 安全管理部）

4	 当院におけるペイシェントハラスメントへの対応について
○佐藤 章子（福岡赤十字病院 看護部）

5	 苦情をペイシェントハラスメント化させないための事例からの考察
○村山 範行（安曇野赤十字病院 医療安全推進室）
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	 OnDemand-SY11（シンポジウム）
座長：小泉 幸司（京都大学医学部附属病院） 
　　　關 良充（公益社団法人地域医療振興協会／東京北医療センター医療安全管理部）

医療法改正に伴う診療用放射線安全管理体制の取り組み

1	 医療安全管理者として理解しておきたい診療用放射線安全管理体制
○松村 由美（京都大学医学部附属病院 医療安全管理部）

2	 診療用放射線安全管理体制に関するアンケート調査結果
○満園 裕樹（北九州市立医療センター 診療支援部放射線技術課）

3	 依頼医が理解すべき正当化・最適化のポイントとは
○大野 和子（京都医療科学大学 医療科学部）

4	 放射線検査・治療を受ける患者・家族への説明の重要性	
～多職種協同の中で看護職が行うべき説明および観察とケア～
○須田 喜代美（一般財団法人竹田健康財団竹田綜合病院 医療の質管理部 医療安全管理室）

5	 医療法一部改正とタスク・シフト/シェアにかかる放射線検査説明外来の紹介
○麻生 智彦
国立がん研究センター中央病院 放射線技術部

	 OnDemand-PD1（パネルディスカッション） 座長：金子 雅明（東海大学） 
　　　田中 宏明（ベルランド総合病院）

QMSの本質を探る-ISOは質・安全・組織ガバナンスに本当に寄与するのか？！-

1	 QMSの本質と意義
○飯塚 悦功1,2

1 東京大学 名誉教授、2（公財）日本適合性認定協会 理事長

2	 ISO9001 導入によるQMS活動の活性化
○菊池 英亮1、村田 庄司2、萩原 雅美3、法喜 真由美3

1 奈良県総合医療センター 院長、2 奈良県総合医療センター院長補佐、3 奈良県総合医療センターTQM部

3	 臨床検査国際規格ISO15189 による質・安全向上を院内全体のQMSに繋げる取り
組み
○坂田 一美、山本 雅博
川口市立医療センター 検査科

4	 ISO15883 等の再生処理におけるQMS
○池田 誠（エスエムピー・ラボラトリーズ・ジャパン株式会社 本社）
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	 OnDemand-PD2（パネルディスカッション）	
	 座長：長谷川 剛（医療法人社団愛友会 上尾中央総合病院）

地域を越えた仲間づくりが患者安全推進に与える影響　～認定病院患者安全推進協議会の活
動の実際～

1	 特定機能病院からみた認定病院患者安全推進協議会（PSP）の役割
○新田 雅彦1、村尾 仁2、中平 淳子1、森田 美千代1、山口 陽子1、菊田 裕規1、西原 雅美1、
上田 英一郎1、勝間田 敬弘1

1 大阪医科薬科大学病院 医療安全推進室、2 大阪医科薬科大学三島南病院 医療安全対策室

2	 PSPの活動に病院を巻き込む～地方の中規模病院の取り組み～
○大久保 典子（地方独立行政法人 下関市立市民病院 医療安全対策室）

3	 PSPの部会員という立場を活かした患者安全推進活動
○楠本 茂雅（社会医療法人生長会 クオリティ・マネジメント本部）

	 OnDemand-PD3（パネルディスカッション）
座長：長谷川 友紀（（公財） 日本医療機能評価機構） 
　　　藤田 茂（東邦大学医療センター大森病院）

医療安全文化調査を活用した改善事例

1	 Safety-Ⅱ浸透に取り組むことで医療安全文化は向上する
○竹中 智昭（光市立光総合病院 副院長）

2	 自由記載によるアンケートを通じた「医療安全文化調査」結果の解釈
○吉本 智子1、佐藤 優子5、寺田 英子3、今田 直樹5、山根 圭太郎6、荒木 勇人2、荒木 攻4

1 医療法人光臨会 荒木脳神経外科病院 医療安全管理室 医療安全管理部門、
2医療法人光臨会 荒木脳神経外科病院 医療安全管理室、3医療法人光臨会 荒木脳神経外科病院 看護部、4医
療法人光臨会 荒木脳神経外科病院 診療部、5医療法人光臨会 荒木脳神経外科病院 リハビリテーション部、
6 医療法人光臨会 荒木脳神経外科病院 事務部

3	 医療安全文化調査の客観的評価から医療安全活動への展開	
―各部署リスクマネジャーの力を活用するための仕掛け―
○矢野 綾子（日本医科大学千葉北総病院 医療安全管理部）

	 OnDemand-PD4（パネルディスカッション） 座長：棟近 雅彦（早稲田大学理工学術院） 
　　　梶原 千里（静岡大学）

地震にもパンデミックにも耐えられるマネジメントシステムとは

1	 ISO22301 を基盤としたCOVID19 への対応		
～新型インフルエンザBCMSの活用とウィズコロナ時代の病院運営～
○関 利一（（株）日立製作所ひたちなか総合病院 ＴＱＭ統括経営支援センター）

2	 大規模災害における事業継続計画とパンデミック
○坂田 一美1、山本 雅博2

1 川口市立医療センター 副院長、2 川口市立医療センター元副院長

3	 医療機能評価と災害対応の取り組みから新型コロナウイルス感染対応への応用
○渥美 生弘1、大檐 克也1、直田 健太郎1、増井 孝之1、中山 理1、梶原 千里2

1 聖隷浜松病院、2 静岡大学 情報学部 行動情報学科
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	 OnDemand-PD5（パネルディスカッション）	 座長：嶽肩 美和子（聖路加国際病院）

看護基礎教育において活用可能な医療安全教育教材の作成

1	 看護教育における医療安全教育の課題と今後の取り組みの提案
○小林 美雪（健康科学大学 看護学部）

2	 コロナ禍における実習環境づくりと支援体制について	
～学生の学習の質を保証し実習目標を達成するために求められること～
○中村 加奈子（聖路加国際病院 4階東病棟）

○金子 あや（聖路加国際病院 8階東病棟）

3	 授業内で段階的に臨床を想起させる医療安全教育と実習施設との調整
○島田 伊津子（国際医療福祉大学 成田看護学部）

4	 アフターコロナの新人看護職員に求められる医療安全推進者としての基礎力づくり
○中根 直子（日本赤十字社医療センター 看護部）

	 OnDemand-PD6（パネルディスカッション）
座長：畔柳 信吾（公立西知多総合病院） 
　　　北村 孝一（大阪市立大学医学部附属病院）

専従医療安全管理者として医療安全を専門とする臨床工学技士たち　～臨床工学技士も医療
機器だけではないんだ！～

1	 医療安全管理部門に求められる多職種連携	
-「次はそろそろ臨床工学技士」を考える-
○鹿又 一洋（埼玉医科大学病院 医療安全対策室）

2	 医療安全には多職種の目が必要	
－臨床工学技士の論理的思考がもたらすもの－
○山口 智史（NTT東日本関東病院 医療安全管理室）

3	 臨床工学技士が医療安全を管理できるのか？～医療安全1人専従6年間の歩み～
○田村 尚三（赤穂中央病院 医療安全管理室）

4	 臨床工学技士から医療安全管理者へ	
～専従医療安全管理者の立場から想うこと～
○松田 晋也（東京都済生会向島病院 医療安全管理室）
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	 OnDemand-PD7（パネルディスカッション）	
	 座長：直川 匡晴（日本赤十字社和歌山医療センター 血液内科）

医療メディエーションの応用活動　～こんな場面でメディエーション～

1	 ハラスメント相談窓口における医療メディエーションの活用	
～職員の「もう辞めたい」に応える対話～
○吉田 和子（武蔵野徳洲会病院 医療安全管理室）

2	 医療メディエーションの応用活動	～集中治療室での取り組み～
○石井 賢造（福山市民病院 麻酔科・集中治療室）

3	 臓器提供の現場における医療メディエーションの活用
○平井 理心、菊地 雅人、小島 明子、嶋田 沙織、濱中 浩之、田尻 和子、左津前 剛、和田 哲郎、
本間 覚
筑波大学附属病院 臨床医療管理部

4	 高齢者施設での新型コロナウイルスクラスターへの対応	
～医療メディエーションの有用性～
○青江 基（香川県立中央病院 外科）

5	 災害現場における医療メディエーションの活用
○植田 信策（石巻赤十字病院 治験・臨床研究センター）
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ガバナンス Governance

研究発表
O-1 多組織・多職種を対象にした医療安全文化調査を踏まえた医療安全研修会の検討

高木 匡代　ほか
社会医療法人平和会吉田病院 / 滋慶医療科学大学大学院

研究発表
O-2 「患者安全における医師の配置区分の効果」 

厚生労働行政推進調査事業「医療安全に専門性を有する医師人材養成および医療機関のリスク量測定に関す
る研究」班追加調査報告

植村 政和　ほか
名古屋大学医学部附属病院 患者安全推進部

研究発表
O-3 医療事故調査制度の運用における現状の課題に関する調査報告～医療安全における「法との断絶」の克服を

目指して
畑中 綾子　ほか
尚美学園大学 総合政策学部

研究発表
O-4 術者の当直明け手術・カテーテル検査・治療の実態からみた医師の働き方改革

貝沼 関志　ほか
稲沢市民病院 麻酔･救急･集中治療部門、医療の質管理部

研究発表
O-5 医療機関における質マネジメントシステム継承に必要な事務局業務の力量評価に関する研究

田中 宏明　ほか
ベルランド総合病院 クオリティ管理センター

患者安全 Patient safety

研究発表
O-6 新型コロナウイルス感染症患者を受け入れた病院職員の実態調査

阿見 由梨　ほか
東北医科薬科大学病院 感染制御部 / 東北医科薬科大学病院 看護部

研究発表
O-7 偶発所見の見落とし症例における画像診断報告書様式の特徴に関する検討

境 浩康　ほか
岐阜大学医学部附属病院 医療安全管理室 / 岐阜大学医学部附属病院 消化器内科

研究発表
O-8 日本の初期研修医の医療用医薬品添付文書確認状況についての全国調査

栗原 健　ほか
名古屋大学医学部附属病院 患者安全推進部

研究発表
O-9 消化器科領域における、外科的処置ならびに術後管理に関する医事関連訴訟の検討

杉本 祥拓　ほか
浜松医科大学医学部附属病院 初期研修医

研究発表
O-10 循環器科領域における、カテーテル処置・外科手術に関する医事関連訴訟の検討

渡辺 莉代　ほか
浜松医科大学医学部医学科

研究発表
O-11 医学の細分化の果てに忘れ去られつつある医学の常識：恐れを知らない医師と流される看護師

梅澤 邦彦　ほか
京都第一赤十字病院 第一脳神経外科

研究発表
O-12 中心静脈カテーテル挿入術（CVC）の安全性向上における管理運営チームの貢献

後藤 亨　ほか
大森赤十字病院 医療安全推進室 / 大森赤十字病院 CVC管理運営チーム
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研究発表
O-13 AIを用いた定量的かつ動的な転倒転落リスクの検出

園部 真也　ほか
東北大学病院 AI Lab / 東北大学病院 脳神経外科

研究発表
O-14 院内発生の転倒･転落イベントの患者側要因の検討

瀬田 剛史
日本赤十字社和歌山医療センター

研究発表
O-15 輸液ポンプ・シリンジポンプのＣＱＩ分析 ~安全運用へのフィードバック~

室橋 高男　ほか
札幌医科大学附属病院 臨床工学部・医療安全部

研究発表
O-16 術後体内留置排液用チューブ（創部ドレーン）の離断の原因究明

和田 哲郎　ほか
筑波大学医学医療系 臨床医療管理部

研究発表
O-17 外来における転倒予防に対する3年間の取組み

浅谷 麻美　ほか
旭川医科大学病院 看護部 外来ナースステーション

研究発表
O-18 当院手術室における医療機器・材料の破損・紛失インシデントの分析

渡谷 祐介　ほか
広島大学病院 医療安全管理部

研究発表
O-19 Covid-19クラスター発生時の職員への負担について（Covid-19クラスターを経験した職員へのアンケート

から見えたもの）
大塚 裕仁　ほか
社会福祉法人北海道社会事業協会小樽病院 医療安全管理室

研究発表
O-20 COVID-19によるインシデント・院内死亡報告事例の検討

梶原 美絵　ほか
関西医科大学総合医療センター 医療安全管理部

研究発表
O-21 胃管挿入中患者の自己抜去が発生するリスクファクター要因の分析

鉾之原 寛代　ほか
医療法人 渡辺医学会 桜橋渡辺病院 医療安全管理室

研究発表
O-22 内服アセスメントツールを活用したPTPシート誤飲予防の取り組み

菊地 雅人　ほか
筑波大学附属病院 臨床医療管理部

研究発表
O-23 院内総死亡数・ICU内死亡数・ICU転出後死亡数について 

（3年間の検討、2018年～2020年）
石井 健　ほか
国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 集中治療科

研究発表
O-24 公表された医療行為関連有害事象症例及び医療事故報告書を、医療の質向上・再発防止のため活用する工夫

－共有可能なデータベース構築をめざして－
喜田 裕也
光生病院 内科

研究発表
O-25 NASA誘導はCOVID-19病棟において偽RUNアラーム減少に寄与するか

富永 あや子　ほか
社会医療法人 さいたま市民医療センター 臨床工学科
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研究発表
O-26 医療事故調査制度の報告対象にならないとされた一例

吉尾 めぐみ　ほか
市民の視点から医療を考える会

研究発表
O-27 インシデントレポートに影響する病院の指標は何か：新型コロナ感染症の流行から見えてきたもの

谷口 雄司　ほか
鳥取大学 医学部附属病院 医療安全管理部

研究発表
O-28 高度救命救急センターにおけるインシデント発生の要因分析

齋藤 晶輝　ほか
広島大学病院 看護部

研究発表
O-29 インシデント発生数と看護必要度の関係性の検討

山上 潤一　ほか
藤田医科大学病院 医療の質・安全対策部 医療の質管理室 / 藤田医科大学 大学院保健学研究科

研究発表
O-30 泌尿器科疾患の画像診断における目的外の重要所見とその対応の検討

小宮 顕　ほか
千葉大学大学院医学研究院 泌尿器科学 / 千葉大学医学部附属病院 医療安全管理部

研究発表
O-31 医薬品類似度評価指標を活用した調剤時における薬剤取違えの要因分析

吉川 康大　ほか
慶應義塾大学薬学部

研究発表
O-32 転倒転落と握力

笠松 奈津子　ほか
医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院 医療安全管理室

研究発表
O-33 医療安全文化調査における職種経験年数の影響

橋本 徹　ほか
倉敷中央病院 臨床検査・感染症科

研究発表
O-34 免疫抑制・化学療法によるB型肝炎の再活性化予防対策に関する実態調査

新谷 拓也　ほか
大阪大学医学部附属病院 中央クオリティマネジメント部 / 大阪大学医学部附属病院 薬剤部

研究発表
O-35 当院の急変対応研修の教育効果（第2報）

谷 幸一　ほか
北里大学病院 医療の質・安全推進室

研究発表
O-36 安全な胃瘻造設への当院での取り組みと経験した合併症

菊地 剛史　ほか
札幌しらかば台病院 内科・消化器科

質改善 Quality improvement

研究発表
O-37 転倒転落スコア項目による予測精度および有効性の検討

安部 猛　ほか
横浜市立大学附属市民総合医療センター 医療の質・安全管理部

研究発表
O-38 医療機器安全の取り組み、経皮的心肺補助装置において

齋木 啓太　ほか
さいたま赤十字病院 臨床工学技術課
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研究発表
O-39 口腔内環境改善した患者の経口摂取移行への実態調査

島田 千尋　ほか
埼玉医科大学国際医療センター 看護部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

研究発表
O-40 臨床研修歯科医に対する歯科医療安全教育の開発と効果の検討

木村 康之　ほか
東京医科歯科大学歯学部附属病院 歯科総合診療部 / 東京医科歯科大学歯学部附属病院 医療安全管理室

研究発表
O-41 急性期病院における看護師への教育ニーズアセスメントに基づく転倒予防教育プログラムの開発

馬場 由美子
元順天堂大学大学院医療看護学研究科博士後期課程

研究発表
O-42 卒前・卒後のシームレスな医療安全教育を目指した研究（第２報） 

－医学生と研修医のヒヤリ・ハット体験に関する比較調査－
甲斐 由紀子　ほか
宮崎大学医学部 看護学科 生活･基盤看護科学講座

研究発表
O-43 高齢者施設の看護師のキャリア形成に関する予備的研究

大須賀 みどり　ほか
滋慶医療科学大学大学院

研究発表
O-44 臨床実習後OSCEにおける医療安全課題の開発

清水 郁夫　ほか
信州大学 医学部附属病院 医療安全管理室 / 信州大学 医学部 医学教育研修センター

研究発表
O-45 演題取り下げ

研究発表
O-46 医療の質・安全管理のための新たなNon-Technical Skills強化手法と教育効果に関する考察

北野 達也
星城大学 経営学部 健康マネジメント系 医療マネジメントコース/星城大学大学院 健康支援学研究科 医療安全管理学

研究発表
O-47 COVID-19時代の卒前医療安全教育：授業形態の変容に関するアンケート調査

鳥谷部 真一　ほか
新潟大学医歯学総合病院 医療安全管理部

研究・開発 Research and development

研究発表
O-48 インテグラル･アプローチに基づく専従医療安全管理者の役割に関する研究

中島 聡子　ほか
京都第一赤十字病院 医療安全推進室

研究発表
O-49 線量低減CTを用いた肺結節および間質性肺炎の経過観察CTにおける放射線被曝の最適化

潤間 隆宏
谷津保健病院 呼吸器内科

研究発表
O-50 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）がインシデントへ与える影響に関する研究

川口 博資　ほか
大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部 / 大阪市立大学大学院医学研究科 臨床感染制御学

研究発表
O-51 気泡音確認に代わる、近赤外線を用いた経鼻栄養チューブ位置確認法の実用化を目指して

間藤 卓　ほか
自治医科大学 医学部 救急医学講座 救命救急センター
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患者中心の医療 Person and Family-Centered Care

研究発表
O-52 がん告知に伴って生じる解離性健忘に関するインタビュー調査

大石 真帆　ほか
浜松医科大学 医学部 医学科

研究発表
O-53 小児MRI検査における検査理解度と画質の関係

小野 浩二郎　ほか
千葉県こども病院 放射線科

研究発表
O-54 患者参加の安全効果を測定する外科患者を対象とした多施設クラスターランダム化比較研究プロトコル

安田 あゆ子　ほか
藤田医科大学病院 医療の質・安全対策部 医療の質管理室

研究発表
O-55 院内発症静脈血栓塞栓症予防についての「マンガ」を使った患者教育効果の検討

小板橋 紀通　ほか
群馬大学医学部附属病院 循環器内科

研究発表
O-56 手術への後悔と医師への信頼：前向きコホート研究

錦織 達人　ほか
京都大学医学部附属病院 医療安全管理部 / 京都大学 消化管外科

その他

研究発表
O-57 医療施設内における療養上の世話に関する訴訟の検討

本田 真也　ほか
浜松医科大学 医学部医学科

研究発表
O-58 院内採用の酸素マスクおよび鼻カヌラの操作性や簡便性についての検討

松岡 諒　ほか
自治医科大学附属病院 臨床工学部

ガバナンス Governance

活動報告
O-59 大学病院における医師からのインシデント報告8％を目指して

大澤 晋　ほか
岡山大学 医療安全管理部

活動報告
O-60 音声付きパワーポイントを用いた術前面談の導入効果 

手術室看護師を対象としたアンケート調査による検証
小澤 由依　ほか
静岡県立静岡がんセンター 看護部 手術室

活動報告
O-61 医療安全にかかるピアサポートの実際－医療事故調査とピアサポート－

平井 理心　ほか
筑波大学附属病院 臨床医療管理部

活動報告
O-62 病院機能評価におけるS評価（秀でている）の項目内容と受審回数の検討

鈴木 蘭　ほか
日本医療機能評価機構

活動報告
O-63 COVID-19患者の受け入れによる医療安全文化への影響 ―横浜市立大学附属病院における、パンデミック発

生前後での医療安全文化調査の比較
植田 瑛子　ほか
横浜市立大学附属病院 医療の質・安全管理部
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活動報告
O-64 当院における臨床倫理コンサルテーションチームの活動実績と課題

水本 一弘　ほか
和歌山県立医科大学付属病院 医療安全推進部

活動報告
O-65 千葉県病院局における医療安全の取組

金敷 美和　ほか
千葉県病院局 経営管理課 医療安全安心推進室

活動報告
O-66 組織的に継続的な質・安全を保証するための事務局業務のあり方の検討

小山 徳子　ほか
QMS-H研究会 QMS事務局GR

活動報告
O-67 患者安全を側面から支える病院訪問社員教育プログラム

川合 紀子　ほか
一般社団法人HCICヘルスケア産業従事者協会

患者安全 Patient safety

活動報告
O-68 心臓手術後の患者に対する心肺蘇生プロトコールの作成

宮宅 裕幸　ほか
愛知県厚生農業協同組合連合会安城更生病院看護部

活動報告
O-69 インシデントレポートとして報告された ｢Good job｣ の紹介活動

小久保 吉恭　ほか
武蔵野赤十字病院 整形外科 / 医療安全推進室

活動報告
O-70 複数の安全手法を用いた安全チーム活動の評価

遠藤 麻由　ほか
公益財団法人 宮城厚生協会 坂総合病院 看護部集中治療室

活動報告
O-71 心理的安全性に配慮したインシデント報告の活性化

佐藤 章子　ほか
福岡赤十字病院

活動報告
O-72 医療看護支援ピクトグラムを活用した転倒転落事故防止の取り組みと効果

福本 恵美子　ほか
名古屋大学医学部附属病院 看護部8W病棟

活動報告
O-73 病棟管理者としてのCOVID-19対応看護師へのストレスケア 

～ストレスチェックリストを活用して～
吉永 貴世美
東京逓信病院 看護部

活動報告
O-74 回復期リハビリテーション病棟における内服薬自己管理に関連するインシデントの要因分析

鈴木 亮平　ほか
国立病院機構東名古屋病院薬剤部 / 名城大学薬学部医薬品情報学研究室

活動報告
O-75 手術部が多職種と協力して取り組んだCOVID-19感染防止対策

田中 誠子　ほか
旭川医科大学病院 手術部

活動報告
O-76 当院における周術期肺梗塞予防プロジェクト

仁科 健　ほか
奈良県総合医療センター 心臓血管外科
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活動報告
O-77 画像診断レポートの確認と説明に関する現状調査とその結果から見えてきた課題

仲嶋 智子　ほか
地方独立行政法人 大阪市立総合医療センター 医療安全管理部

活動報告
O-78 合併症報告の導入に向けた当院の取り組み

境 浩康　ほか
岐阜大学医学部附属病院 医療安全管理室 / 岐阜大学医学部附属病院 消化器内科

活動報告
O-79 免疫抑制・化学療法により発症する B 型肝炎対策ガイドライン遵守のための取り組み（その２）

梶田 貴司　ほか
天理よろづ相談所病院 薬剤部 / 天理よろづ相談所病院 医療安全管理室

活動報告
O-80 MRI対応ストレッチャーからの患者転落防止への取り組み

平光 由侑　ほか
神戸市立医療センター中央市民病院 放射線技術部

活動報告
O-81 「新型コロナウィルスによる院内感染関連死亡事例からの学び」―ご遺族への対応を通じて日常の診療を振

り返る―
戸塚 雄介
聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 医療安全管理室

活動報告
O-82 ＩｍＳＡＦＥＲを活用した麻酔器始業前安全点検確認に対する取り組み

深田 紀子　ほか
静岡県立静岡がんセンター看護部 手術室

活動報告
O-83 医師からのインシデントレポート数増加への取り組み

内山 勝文　ほか
北里大学医学部 医学教育研究開発センター 医療安全・管理学研究部門 / 北里大学病院 医療の質・安全推進室

活動報告
O-84 側臥位手術における腕神経障害予防の検討

リオス渡邉 恵美　ほか
静岡県立静岡がんセンター 看護部 手術室

活動報告
O-85 当院ICUにおける「COVID－１９患者業務マニュアル」作成を中心とした活動効果

東口 美恵子　ほか
さいたま赤十字病院 看護部

活動報告
O-86 肢体不自由児への安全･安楽な介助方法に対する取り組み

長谷川 幸枝　ほか
三重県立子ども心身発達医療センター 看護課

活動報告
O-87 ナースコールと生体情報モニタの波形連携システムの開発 

～いつでも、どこでも安全・安心を～
霧下 由美子　ほか
奈良県立医科大学附属病院 看護部

活動報告
O-88 放射線科における血糖測定器および持続グルコースモニタリング装置装着患者の対応と現状について

櫻井 和明
武蔵野赤十字病院 放射線科

活動報告
O-89 院外処方箋への透析情報記載による処方過誤防止の取り組み

高田 あゆみ　ほか
大森赤十字病院 薬剤部
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活動報告
O-90 ドラッグストアにおける一般用医薬品、健康食品等の安全使用情報に関する現状調査

大石 雅子　ほか
滋慶医療科学大学 大学院医療管理学研究科

活動報告
O-91 術中の想定を超える出血量に対する手術チームの緊急対応の取り組み

小島 明子　ほか
筑波大学附属病院 臨床医療管理部

活動報告
O-92 薬剤師のための医療事故発生時の対応マニュアルの作成

山本 崇　ほか
京都大学医学部附属病院 医療安全管理部

活動報告
O-93 テキストデータ分析に基づいた与薬関連インシデントの改善への試み

田島 瑞己　ほか
慶友整形外科病院 医療安全推進室 / 慶友整形外科病院 看護部手術室

活動報告
O-94 精神科無床A病院における院内自殺予防への取り組み－自殺事故予防対策アセスメント記録の活用から見え

た今後の課題－
高橋 淳子　ほか
聖隷浜松病院 専門看護室

活動報告
O-95 薬剤業務の見直しと配薬カートの導入 

～看護師の立場から～
阪部 裕美　ほか
西宮市立中央病院 看護部

活動報告
O-96 画像診断報告書および病理結果報告書の確認不足防止へ～当院の取り組み

佐藤 隆　ほか
那須赤十字病院 医療安全推進室

活動報告
O-97 入院患者の転倒転落による損傷レベルの低減にむけた取り組み 

～ブルーリストバンド運用導入の実際～
中野 悦代　ほか
聖隷浜松病院 安全管理室

活動報告
O-98 GPET（Good Point Expedition Team）の活動について

深田 良一　ほか
市立福知山市民病院

活動報告
O-99 転倒転落チーム発足と取り組みについて

今井 浩子　ほか
草津総合病院 医療安全管理センター医療安全管理室

活動報告
O-100 エアロゾル感染予防に対応した救急カートの使用・管理方法の検討

小原 愛　ほか
公益社団法人北海道勤労者医療協会勤医協中央病院 医療安全室

活動報告
O-101 ヒューマンエラーなぜ起こる、どう防ぐ～真の背後要因を探索できる職員の育成～

大庭 明子　ほか
自治医科大学附属さいたま医療センター 医療安全・渉外対策部

活動報告
O-102 感染症入院患者の急変時対応における取り組み

中上 紀子　ほか
市立豊中病院 医療安全管理室
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活動報告
O-103 画像診断レポート確認のヌケモレないシステムの構築 

～『未読防止』と『危機的所見対応』と『未対応防止』の3システム～
時岡 史明　ほか
倉敷中央病院 患者安全リスク対策グループ / 倉敷中央病院 呼吸器内科

活動報告
O-104 「重要画像既読管理シート」を用いた未対応防止への取り組み

中嶋 いくえ　ほか
済生会熊本病院 TQM部

活動報告
O-105 医療安全管理室と「まごころ課」の連携による当院の患者相談対応の実際

新村 美佐香　ほか
医療法人五星会菊名記念病院 医療安全管理室

活動報告
O-106 高濃度カリウム製剤使用の標準化における薬剤師GRMとしての関わり

西澤 由紀彦　ほか
鹿児島大学病院 薬剤部 / 鹿児島大学病院 医療安全管理部

活動報告
O-107 読影レポートの見落とし防止対策徹底の取り組み

間宮 和枝　ほか
稲沢市民病院 医療の質管理部

活動報告
O-108 当院における透析開始時の安全性向上に対する取り組み

高橋 太一　ほか
自治医科大学附属病院 臨床工学部

活動報告
O-109 当院における消化器内視鏡診療前COVID-19スクリーニング検査の現状

井田 智則　ほか
大森赤十字病院 消化器内科

活動報告
O-110 コロナ禍における当センターのインシデントレポート報告の推移

永海 ゆかり　ほか
自治医科大学附属さいたま医療センター 医療安全・渉外対策部

活動報告
O-111 簡易PSG検査のプローブで低温熱傷となった1例から学んだこと

内田 純子　ほか
組合立諏訪中央病院 医療安全管理部

活動報告
O-112 当院における患者誤認防止対策の効果と今後の課題（第２報） 

～職員の患者確認手順の遵守状況調査と患者協力の呼びかけを実施して～
箱田 美知恵　ほか
北里大学病院 医療の質・安全推進室

活動報告
O-113 大学病院における自殺防止対策プロジェクトの取り組み（第２報）

箱田 美知恵　ほか
北里大学病院 医療の質・安全推進室

活動報告
O-114 RRT（Rapid Response Team）活動から見えた画像診断部の急変時対応の取り組み

矢内 陽子　ほか
横浜市立市民病院 医療安全管理室

活動報告
O-115 専門チームを持てない状況における、ITによるラピッドレスポンスシステム（RRS）の構築についての報告

小坂 泰二郎
社会医療法人石川記念会HITO病院 乳腺外科 医療安全室 / 名古屋大学医学部附属病院 ASUISHI/CQSOプロジェクト
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活動報告
O-116 ハイケアユニットにおける、テクニカルアラームの現状に関する検討

新開 裕幸　ほか
大阪大学医学附属病院 中央クオリティマネジメント部

質改善 Quality improvement

活動報告
O-117 心臓血管外科患者における術後せん妄予防を目的とした看護師による 

オリエンテーションの効果
井上 美紀子　ほか
横浜市立大学附属市民総合医療センター 看護部

活動報告
O-118 バイタルサイン自動取り込みシステム導入後の評価

中島 聡子　ほか
京都第一赤十字病院 医療安全推進室

活動報告
O-119 手指衛生遵守標準化のための質改善（Quality Improvement）活動の取り組み

宮下 照美　ほか
藤田医科大学病院 医療の質安全対策部 医療の質管理室

活動報告
O-120 Covid-19の軽症中等症入院クリニカルパスの作成と使用経験

高田 学　ほか
長野市民病院 外科・消化器外科 / 長野市民病院 感染対策室

活動報告
O-121 当院オリジナルの処方設計システムを用いた栄養療法の、妥当性と有用性の検討

大橋 啓子　ほか
大森赤十字病院 消化器内科

活動報告
O-122 薬剤部における注射調剤時の払い出しエラーに関する調査で分かったこと

堀中 大輔　ほか
那須赤十字病院 薬剤部

活動報告
O-123 がん化学療法における座談会とトレーシングレポートを活用した薬薬連携の試み

嶋田 紘也　ほか
大森赤十字病院 薬剤部

活動報告
O-124 日本赤十字社におけるフォーミュラリー導入支援 

～業務効率化と医療安全～
小口 正義　ほか
日本赤十字社 医療事業推進本部

活動報告
O-125 『弾性ストッキングをはかせること』から『血栓塞栓症予防法』へ意識を変える 

肺血栓塞栓症予防ワーキンググループの活動
堀江 江美子　ほか
JA徳島厚生連吉野川医療センター 看護部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
O-126 チーム医療の質向上を目指したSBARの活用と展開（第２報）

佐藤 章子　ほか
福岡赤十字病院

活動報告
O-127 コロナ禍における効果的なEBPT実践の取り組みと課題について

野本 真広　ほか
練馬光が丘病院 リハビリテーション室
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活動報告
O-128 看護師のメンタルヘルスに関する検討 

－看護師のストレス・職務満足度・エゴグラムの実態と3調査相互の関連－
吉越 光代
あじさい 訪問看護部

活動報告
O-129 新しい会議形式におけるグループワークとその支援を考える

山中 利加
地方独立行政法人 市立大津市民病院 医療の質・安全管理室

活動報告
O-130 COVID-19流行下における医療安全活動に関する工夫

藤谷 裕美　ほか
横浜市立大学附属市民総合医療センター 医療の質・安全管理部

活動報告
O-131 心理的安全性確保のためのリーダーの役割～看護師長としてのアプローチ～

上中 香代子
産業医科大学病院 看護部

活動報告
O-132 参加型集合研修（2020年度及び2021年度前半の報告）：どこまでできる？ここまできる！

種田 憲一郎
国立保健医療科学院 医療・福祉サービス研究部及び国際協力研究部

活動報告
O-133 大学院における医療安全のオンライン型アクティブ・ラーニングによる教育の質の評価

飛田 伊都子　ほか
滋慶医療科学大学大学院 医療管理学研究科

活動報告
O-134 スマートフォンを活用したニューノーマルな院内研修の可能性

茂木 良祐　ほか
社会医療法人 さいたま市民医療センター 臨床工学科

活動報告
O-135 早期からの医療安全教育が及ぼす研修医の医療安全文化への認識度改善

齊藤 正昭　ほか
自治医科大学 さいたま医療センター 医療安全管理室

活動報告
O-136 急変時勉強会を継続的に開催する様々な工夫

水沼 葵　ほか
自治医科大学附属病院 臨床工学部

活動報告
O-137 COVID ‐ 19影響下におけるチームトレーニングの実施について

荒井 有美　ほか
北里大学病院 医療の質・安全推進室

活動報告
O-138 病院開院時に実施した病棟管理の標準化を目指した集中講義とその効果

有嶋 拓郎　ほか
藤田医科大学 岡崎医療センター 内科

患者中心の医療 Person and Family-Centered Care

活動報告
O-139 急変報告（インシデントレポート）から、メディエーションを実施した事例報告

渡邊 両治　ほか
埼玉石心会病院 医療安全対策室

活動報告
O-140 当院の医療安全管理部門における医療ソーシャルワーカーの役割

樋沢 省吾　ほか
佐久市立国保浅間総合病院 医療安全管理室
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活動報告
O-141 術前休薬の安全な運用に向けた取り組み（第2報） 

―Patient Flow Management（PFM）への本運用の組み込み―
神 一夢　ほか
北里大学病院 危機管理部 医療の質・安全推進室

その他

活動報告
O-142 COVID-19感染症拡大下での病院間における医療安全ラウンド

杢代 馨香　ほか
武蔵野赤十字病院 医療安全推進室

活動報告
O-143 当院における画像診断報告書の重要所見見落とし対策に関する活動報告と今後の課題

鳥本 いづみ　ほか
横浜市立大学附属市民総合医療センター 放射線部
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ガバナンス Governance

研究発表
P-1 2020年度安全文化調査報告：日米比較と経年変化

種田 憲一郎
国立保健医療科学院 医療・福祉サービス研究部及び国際協力研究部

研究発表
P-2 安全文化改善のためのベースライン測定と介入後データの比較分析

田村 尚三
赤穂中央病院 医療安全管理室

患者安全 Patient safety

研究発表
P-3 当院で経験した医原性気胸の臨床的特徴

平間 隆太郎　ほか
聖隷浜松病院 呼吸器内科

研究発表
P-4 内服薬投与プロセスにおける誤薬を回避する看護行為に関する考察

手島 芳江　ほか
東海大学 医学部看護学科

研究発表
P-5 自動設定型輸液ポンプ導入におけるインシデントレベルと看護師の注射業務への影響

清水 浩美　ほか
社会福祉法人恩賜財団済生会 福井県済生会病院 医療安全管理室

研究発表
P-6 当院看護師の薬剤に関連したダブルチェック（DC）方法に関する認識調査

高山 晃英　ほか
独立行政法人国立病院機構東京医療センター 救命救急センター

研究発表
P-7 A病院循環器センターにおける転倒・転落事故の現状と今後の課題～第3報～

岩村 星尚　ほか
旭川赤十字病院 看護部 ６階みなみ病棟

研究発表
P-8 九州大学病院における歯科治療に伴う合併症の傾向と今後の課題

山田 朋弘　ほか
九州大学病院 顔面口腔外科

研究発表
P-9 院内における不眠時指示薬の変更と有害事象回避に向けた取り組み

松本 和寛　ほか
福岡赤十字病院 薬剤部 / 福岡赤十字病院 認知症ケアチーム / 福岡赤十字病院 転倒・転落予防ワーキング

研究発表
P-10 質問紙によるCOVID-19報道が須磨区の薬局薬剤師業務に与えた影響調査：横断研究

黒田 泰司　ほか
有限会社 黒田技術研究所 まこと薬局

研究発表
P-11 誤飲・誤嚥・窒息に関連する要因の検討（第二報）～過去7年間のインシデント・レポートデータの内容分

析～
秋山 直美　ほか
岐阜保健大学 看護学部 看護学科

研究発表
P-12 ダブルチェックを行ったにも関わらずインシデント発生となった事例の検証

今井 加奈子　ほか
千鳥橋病院 クオリティマネジメントセンター 医療安全部門

研究発表
P-13 胃管自己抜去症例における胃管再挿入不要症例の検討

久保 和彦　ほか
千鳥橋病院 クオリティマネージメントセンター
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研究発表
P-14 急変した患者の看護記録から見えるもの

饒平名 かおり　ほか
琉球大学病院 看護部

研究発表
P-15 入院時転倒アセスメントを用いた機械学習による重要転倒要因の同定と転倒予測モデルの構築

八﨑 小緒里　ほか
医療法人社団 藤聖会 富山西総合病院 医療安全管理室

研究発表
P-16 個室病棟と４人床の転倒転落の発生傾向および発生要因の違い ―過去1年分のヒヤリハット報告書による比

較―
木原 理美　ほか
東京医療センター 看護部

研究発表
P-17 在宅看護領域におけるヒヤリハット事例の特徴と安全管理上の課題

木村 眞子　ほか
宮城大学 看護学群

研究発表
P-18 がん化学療法施行患者におけるB型肝炎ウイルス再活性化対策が検査実施率に及ぼす影響

元木 貴大　ほか
香川大学医学部附属病院 医療安全管理部

研究発表
P-19 抗がん剤血管外漏出発生後の対応 ～電子カルテの記述からみた現状と課題～

小塚 美加　ほか
静岡赤十字病院 医療安全推進室

研究発表
P-20 複雑系システムとしての手術に関連して発生する機能共鳴の検討

安心院 康彦　ほか
帝京大学医学部附属病院安全管理部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

研究発表
P-21 造影ＣＴにおける外来看護師と多職種連携の取り組みと効果

若梅 美恵　ほか
東京都立墨東病院 看護部

研究発表
P-22 中堅看護師の看護実践能力と経験年数および個人背景要因との関係

西田 彩子
福岡看護大学

研究発表
P-23 医療安全管理者のプロフェッションフッド評価尺度の開発

池西 悦子　ほか
大阪医科薬科大学 看護学部

研究発表
P-24 職員のアンケート分析から考えるチームSTEPPS研修の評価と今後の課題について

清川 真美　ほか
福井大学医学部附属病院 医療環境制御センター 医療安全管理部 / 福井大学医学部附属病院 薬剤部

研究発表
P-25 薬剤師が薬物治療へ介入することによる治療効果への影響

泉谷 悟　ほか
広島大学病院 医療安全管理部

研究発表
P-26 日英救急医療チーム・インタラクションでの共同行為はいかに可能か：視線解析メガネを用いたチーム・

リーダーの依頼行為パターン分析
中村 京太　ほか
大阪大学医学部附属病院 中央クオリティマネジメント部 / 横浜市立大学附属市民総合医療センター 高度救命救急セ
ンター
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研究発表
P-27 医学部新入生の患者安全意識の現状 

－高校３年生との比較－
朱 暁人　ほか
帝京大学 医学部 医学科

研究・開発 Research and development

研究発表
P-28 ダブルチェックの落とし穴に焦点を当てたゲーミングシミュレーション 

―着実な実施のための課題認識と医療安全意識の向上に関する検討―
兵藤 好美　ほか
岡山大学学術研究院 ヘルスシステム統合科学学域

研究発表
P-29 レセプトデータを用いた乳幼児における重複投薬の実態調査

土屋 志織　ほか
株式会社JMDC 製薬本部 データ解析部 解析グループ

研究発表
P-30 飛沫を防ぐ内視鏡検査用マスクの開発

佐藤 和秀　ほか
名古屋大学 高等研究院 / 名古屋大学最先端イメージング分析センター／医工連携ユニット / 名古屋大学医学系研究科
呼吸器内科

患者中心の医療 Person and Family-Centered Care

研究発表
P-31 「患者参加」のチーム医療推進 

～PHR（Personal Health Record）の展望と課題～
田中 ひろ子
立教大学大学院 ビジネスデザイン研究科 / 高島平中央総合病院 看護部

活動報告
P-32 人工肛門造設患者の退院看護サマリーにDVD動画を活用した情報連携の効果

山本 敦子　ほか
福井大学医学部附属病院 南病棟３階 循環器センター

患者安全 Patient safety

活動報告
P-33 リドカインゼリーの適正使用に向けた取り組み

橋詰 淳哉　ほか
長崎大学病院 安全管理部

質改善 Quality improvement

活動報告
P-34 手術室外で行う侵襲的処置に対するタイムアウトの見直し

鳥本 禄郎
藤田医科大学病院 病院機能管理・JCI対策室

患者安全 Patient safety

活動報告
P-35 他職種との連携による食事オーダーシステムの構築

勝見 真衣
旭川医大学病院 周産母子センター

ガバナンス Governance

活動報告
P-36 医師報告インシデントのアウトカムの検討

綾部 貴典　ほか
宮崎大学医学部附属病院 医療安全管理部

72 ポスター発表一覧

ポ
ス
タ
ー
発
表

ポスター発表一覧



患者安全 Patient safety

活動報告
P-37 安全な鎮静・鎮痛薬の使用への取り組み

小林 香保里　ほか
パナソニック健康保険組合松下記念病院 医療安全管理室

活動報告
P-38 一時中断薬剤（抗血栓薬）の再開忘れ防止に関するシステムの構築

近森 清美　ほか
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院（名古屋赤十字第一病院） 医療安全推進室

活動報告
P-39 医療安全管理者による院内ラウンド強化の効果について

竹本 さと子
大阪赤十字病院 看護部 医療安全推進室

活動報告
P-40 筑波大学附属病院における肺血栓塞栓症の院内発生を防ぐ取り組みとその効果

田尻 和子　ほか
筑波大学附属病院 臨床医療管理部 / 筑波大学医学医療系 循環器内科

ガバナンス Governance

活動報告
P-41 医療安全文化調査の分析・フィードバックは現状認識と意識付けに有用である

塩津 昭子　ほか
公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院 患者安全リスク対策グループ

患者安全 Patient safety

活動報告
P-42 病理診断報告の見落としによる治療開始の遅れをなくす取り組み

横山 聖二　ほか
公立陶生病院 医療品質管理部 医療安全管理室

活動報告
P-43 多職種間協議における、心臓デバイス植込み患者のX線CT撮像対応方法について

中川 政幸　ほか
京都大学医学部附属病院 放射線部

活動報告
P-44 非医師主導のRRS 

～院内急変死亡０を目指して～
柚原 真奈美　ほか
高山赤十字病院 看護部 救命救急センター

活動報告
P-45 NICU入院中の気管内挿管児の計画外抜管を減少させるための取り組み

松本 香穂　ほか
鳥取大学医学部附属病院 3A病棟

患者中心の医療 Person and Family-Centered Care

活動報告
P-46 患者向け医療安全尺度“SPEPS-48”の活用に関する検討

山内 桂子　ほか
東京海上日動メディカルサービス株式会社 メディカルリスクマネジメント室

患者安全 Patient safety

活動報告
P-47 人工呼吸器使用中に酸素供給停止となり急変した重症COVID-19肺炎の患者対応の経験

森下 幸治　ほか
東京医科歯科大学医学部附属病院 救命救急センター / 東京医科歯科大学医学部附属病院 医療安全管理部
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活動報告
P-48 医療安全に向けた患者プロファイルのアレルギーに関する情報入力の徹底

三角 藍　ほか
九州大学病院 南棟10階病棟

活動報告
P-49 電子デバイス装着者対応に関する多職種間協議について

小泉 幸司　ほか
京都大学医学部附属病院 放射線部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-50 全職員対象の医療安全研修「ウオークスルー方式」の試み

久保 美幸　ほか
医療法人豊田会 刈谷豊田総合病院 安全環境管理室

患者安全 Patient safety

活動報告
P-51 感染管理と転倒防止対策の取り組み－COVID-19感染拡大と行動制限の影響－

福田 裕子　ほか
京都大学医学部附属病院 看護部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-52 中心静脈カテーテルからの血液培養採取の技術習得に向けた看護師の教育体制の構築 

－小児がん関連4部署合同の取り組み－
福地 麻貴子　ほか
埼玉県立小児医療センター 看護部

患者安全 Patient safety

活動報告
P-53 Good jobキャンペーンの効果

笹之内 清佳
医療法人社団 景翠会 金沢病院 医療安全対策室

質改善 Quality improvement

活動報告
P-54 Ｐ4Ｓ～Philosophy（理念）、整理、整頓、清掃、清潔～ 

組織のPhilosophy（理念）のもとでの５S活動の展開と、その中間報告
黒瀬 友香　ほか
医療法人社団慶友会 Ｐ4Ｓミーティング

患者安全 Patient safety

活動報告
P-55 A病院における転倒転落に関する看護記録の現状

野瀬 貴可　ほか
信州大学医学部附属病院 医療安全管理室

ガバナンス Governance

活動報告
P-56 COVID-19の流行下における東京都医療安全支援センターの活動

白子 千春　ほか
東京都福祉保健局医療政策部医療安全課
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患者安全 Patient safety

活動報告
P-57 当院におけるインシデントレベル０報告推進活動「ヒヤリハット報告書・ヒヤリハット通信」の効果とこれ

からの課題 ー第１報ー
佐藤 豪　ほか
社会医療法人田北会 田北病院 リハビリテーション部

活動報告
P-58 当院における侵襲を伴う処置時の鎮静・鎮痛の統一化の取り組み

深谷 美保　ほか
日本赤十字社 愛知医療センター 名古屋第二病院 医療安全推進室

活動報告
P-59 重要所見のある画像診断報告書に対する2段階カルテ監査の実施

大石 裕子　ほか
群馬大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部

活動報告
P-60 生体情報アラーム音見逃しによる入院患者急変事例の撲滅に向けての取り組み

山上 啓子　ほか
大阪市立総合医療センター 医療安全管理部 / 名古屋大学医学部附属病院 ASUISHI/CQSOプロジェクト

質改善 Quality improvement

活動報告
P-61 ３Dチーム立ち上げを契機に、非薬物療法と薬物療法を軸としたせん妄予防対策への取り組み 

～薬剤師の視点からみたせん妄パスの作成と導入～
政井 恵　ほか
高山赤十字病院 薬剤部

患者安全 Patient safety

活動報告
P-62 Rapid response teamの看護師育成プログラムの構築と見直し

原田 幸枝　ほか
福井赤十字病院 集中治療室

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-63 公社施設放射線科における横断的な医療安全の取り組み

金丸 誠太郎　ほか
公益財団法人 東京都保健医療公社 多摩南部地域病院 放射線科

患者安全 Patient safety

活動報告
P-64 医薬品の適正使用および安全な薬物療法への貢献～薬剤師は最後の砦～

西原 雅美　ほか
大阪医科薬科大学病院 薬剤部 / 大阪医科薬科大学病院 医療総合管理部

活動報告
P-65 注射用カリウム製剤の投与濃度適正化に向けた2つの取組 

～一般病棟での添付文書の遵守推進と集中治療部門での適応外使用の取り決め見直し～
若杉 正　ほか
横浜市立大学附属病院 医療の質・安全管理部 / 横浜市立大学附属病院 薬剤部

活動報告
P-66 当院のおける医療機器安全対策チーム活動の現状 

～医療機器安全管理責任者の立場から～
長瀬 太規　ほか
高山赤十字病院 臨床工学課
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活動報告
P-67 手術および侵襲的検査におけるインシデントアクシデント報告文化の醸成を目指した報告推進活動の取り組

み
鞆総 淳子　ほか
獨協医科大学越谷病院 医療安全管理室

活動報告
P-68 抗悪性腫瘍剤・免疫抑制剤におけるB型肝炎ウイルス再活性化防止のためのアラートシステム導入および有

用性の評価
中山 典幸　ほか
群馬大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部

活動報告
P-69 当院における新型コロナウイルス感染症予定手術前スクリーニングの試み

永山 和宜　ほか
国家公務員共済組合連合会東京共済病院 新型コロナウイルス感染症対策委員会

活動報告
P-70 ２つのFMEAを比較して

西出 康晴　ほか
公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院 患者安全リスク対策グループ

活動報告
P-71 乳児期におけるチューブ類の自己抜去防止へ向けた取り組み 

－保育士と協働しチューブ保護方法を検討した事例－
遠藤 裕子　ほか
鳥取大学医学部付属病院 総合周産期星医療センター新生児部門

活動報告
P-72 入院中から床置き型手すり導入により転倒防止の環境調整につながった取り組み

千葉 佳子　ほか
坂総合病院 医療安全対策室

活動報告
P-73 未承認薬等の把握のための分類表の作成とその活用

嶋田 沙織　ほか
筑波大学附属病院薬剤部 / 筑波大学つくば臨床医学研究開発機構 / 筑波大学附属病院臨床医療管理部

患者中心の医療 Person and Family-Centered Care

活動報告
P-74 大阪医科薬科大学病院におけるインフォームドコンセント記録の診療記録監査の取組み 

～電子カルテ記録の質向上を目指して～
角南 優人　ほか
大阪医科薬科大学病院 医療総合管理部 診療情報管理室

患者安全 Patient safety

活動報告
P-75 多職種で取り組む入院透析患者の転倒転落予防と腎臓リハビリテーション

池田 綾　ほか
福岡赤十字病院 転倒転落予防ワーキング 看護部

活動報告
P-76 内服薬管理アセスメントシート運用開始前後の内服薬管理の実態

川口 真理子　ほか
名古屋大学医学部附属病院 患者安全推進部 / 名古屋大学医学部附属病院 看護部

活動報告
P-77 安全なオピオイド持続皮下注投与への取り組み

宅和 真由美　ほか
パナソニック健康保険組合 松下記念病院 薬剤部 / パナソニック健康保険組合 松下記念病院 医療安全管理室

活動報告
P-78 COVID-19クラスター発症要因と終息に向けてのICTの介入と課題

松下 美加
名古屋市立大学医学部付属東部医療センター 看護部 感染管理室
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活動報告
P-79 確認不足インシデントの減少に向けた取り組み 

～「確認行動の匠」の任命とその役割の活性化～
米山 久美子　ほか
鳥取大学医学部附属病院 看護部 / 鳥取大学医学部附属病院 医療安全管理部

活動報告
P-80 多職種カンファレンスから見えてきた転倒転落防止対策と課題

深浦 里美
医療法人豊田会 刈谷豊田東病院 安全環境管理室

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-81 地域連携eラーニング教材開発プロジェクト・山梨OQT10年の道のり

奥津 康祐　ほか
山梨OQT

活動報告
P-82 オンラインによるチームSTEPPSを新人研修に取り入れた成果

戸田 由美子　ほか
愛媛大学医学部附属病院 医療安全管理部

患者安全 Patient safety

活動報告
P-83 がん化学療法に用いられる「自動計算機能付き指示書&調製表」発行ソフトのアクセシビリティとメンテナ

ンス性に重点をおいた開発
岸本 真　ほか
霧島市立医師会医療センター 薬剤部

活動報告
P-84 画像診断報告書の確認不足に関する医療安全対策の取り組み 

～目的外重要所見アラートシステムの導入～
鈴木 純　ほか
愛媛大学医学部附属病院 医療安全管理部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-85 留置型カテーテル脱落検出デバイスの開発

北村 拡　ほか
伊勢赤十字病院 臨床工学課

活動報告
P-86 チームステップス推進活動におけるオリジナル動画を用いた試聴型研修の試み

長谷川 弘樹　ほか
市立長浜病院 医療安全対策委員会

活動報告
P-87 コロナ禍における院内サンクスレターの取り組み

藤 真知子　ほか
横浜市立大学附属市民総合医療センター 医療の質・安全管理部

患者中心の医療 Person and Family-Centered Care

活動報告
P-88 医療安全管理部門における説明同意文書の一元管理と内容監査 

～専従診療情報管理士の継続的介入による説明同意文書の充実～
関根 萌生　ほか
国立がん研究センター 中央病院 医療安全管理部
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患者安全 Patient safety

活動報告
P-89 薬剤部におけるインシデントレポート内容と報告手順の見直し

由田 飛馬　ほか
市立東大阪医療センター 薬剤部

活動報告
P-90 前橋赤十字病院におけるRRS（rapid response system）導入4年を経過して

松尾 康滋　ほか
前橋赤十字病院

患者中心の医療 Person and Family-Centered Care

活動報告
P-91 予期せぬ死亡とトラブル回避のための説明の重要性—極端な低栄養を継続しての死亡を遺族が死亡後に知っ

た事例、他の事例などと併せた検討
小川 和宏
金沢大学 医学系

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-92 南信州医療安全ネットワークにおける 現場が喜ぶ相互ラウンド～五年目のコロナ禍での工夫

菅野 隆彦　ほか
下伊那厚生病院

患者安全 Patient safety

活動報告
P-93 問題解決実践手法を用いたCVポートカテーテル断裂事故発生予防の取り組み

西平 淳子　ほか
琉球大学病院 医療の質・安全管理部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-94 医療の安全に係る職員教育訓練指針の策定～自ら学び実践する組織を目指して～

前川 明日香　ほか
特定医療法人慶友会 慶友整形外科病院 医療安全推進室

質改善 Quality improvement

活動報告
P-95 自治体病院における事業計画に基づいた質マネジメントシステム構築に向けた方針管理活動の取り組み

杉浦 一弘　ほか
地方独立行政法人 明石市立市民病院 品質管理室

患者安全 Patient safety

活動報告
P-96 大学病院における多職種連携で取り組んだCOVID-19対策としてのトリアージの実践と今後の課題

飯田 恵　ほか
京都大学医学部附属病院 看護部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-97 外科病棟入院患者の嚥下スクリーニング体制構築へ向けての取り組み

小寺 萌　ほか
神戸大学医学部附属病院
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患者中心の医療 Person and Family-Centered Care

活動報告
P-98 インフォームドコンセントにおける看護師の同席に関する調査

松原 真喜子　ほか
第二大阪警察病院 医療安全管理センター

質改善 Quality improvement

活動報告
P-99 手術におけるマーキング実施ルールの院内統一化～手術部位・左右間違い防止のために～

田中 和美　ほか
群馬大学 大学院医学系研究科 医療の質・安全学 / 群馬大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部

患者安全 Patient safety

活動報告
P-100 TeamSTEPPS研修アドバンストコース導入によるAHRQ「医療における安全文化に関する調査」改善の取

り組み
田中 楓　ほか
名古屋大学医学部附属病院 総務課医療安全推進係

活動報告
P-101 薬剤師による処方支援や看護師による配薬方法の変更が内服・外用薬の事故発生低下に及ぼす影響について

赤木 晋介　ほか
公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構 倉敷中央病院 患者安全リスク対策グループ / 公益財団法人 大原記念倉敷中
央医療機構 倉敷中央病院 薬剤部

質改善 Quality improvement

活動報告
P-102 臨床工学技士による業務改善について

杉浦 悠太　ほか
医療法人 豊田会 刈谷豊田総合病院 臨床工学科

ガバナンス Governance

活動報告
P-103 血液浄化センターにおける病院機能評価訪問審査への取り組み

新 典雄　ほか
藤田医科大学病院 血液浄化センター

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-104 新型コロナウイルス感染症流行下における Web会議システムとWebアンケートフォームを導入した院内医

療安全研修の実施
德和目 篤史　ほか
大阪市立大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部

患者安全 Patient safety

活動報告
P-105 外来化学療法加算対象薬の調製におけるインシデント報告に基づいた医療安全を目的とした取り組み

金田 達也　ほか
鳥取大学医学部附属病院 医療安全管理部 / 鳥取大学医学部附属病院 薬剤部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-106 当院における超緊急帝王切開術対応への取り組み

望月 奈津子
地方独立行政法人 静岡県立病院機構 静岡県立総合病院 手術室
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患者安全 Patient safety

活動報告
P-107 重要所見がある画像レポートの見落とし防止

藤岡 聡子　ほか
熊本赤十字病院 医療安全推進室

活動報告
P-108 地域包括ケア病棟での転倒転落に向けた薬剤師の介入 PART2

西洞 正樹　ほか
高山赤十字病院 薬剤部

活動報告
P-109 手術室におけるコミュニケーションエラー防止への取り組み 

～ハンドオフ導入の効果～
金沢 恵梨子　ほか
箕面市立病院 看護局手術室

活動報告
P-110 転倒転落防止に向けて患者教育に着眼した取り組み 

～ベッドサイドタブレットを活用した患者教育（第１報）～
田中 裕生子　ほか
福井大学医学部附属病院、医療環境制御センター

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-111 他職種連携による患者参加型の整形外科回診の取り組み

水上 ひとみ　ほか
医療法人博俊会春江病院 看護部

患者安全 Patient safety

活動報告
P-112 眼科手術における術前処置を含めたマーキングの標準化に向けた取り組み

関谷 佳代　ほか
藤田医科大学病院 看護部 眼科病棟

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-113 医療安全管理者による新たなラウンドの試み

山口 裕一　ほか
医療法人豊田会 刈谷豊田総合病院 リハビリテーション科 / 医療法人豊田会 刈谷豊田総合病院 安全環境管理室

ガバナンス Governance

活動報告
P-114 A病院看護師が遭遇する倫理的ジレンマの現状と今後の課題

出口 るり子　ほか
釧路赤十字病院 看護部

患者安全 Patient safety

活動報告
P-115 読影レポート「未読ゼロ」活動

太田原 顕　ほか
山陰労災病院 循環器科 / 山陰労災病院 医療情報管理室 / ASUISHI/CQSOハブセンター
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能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-116 ひとりでKYT 

～COVID-19流行下における研修を考える～
真田 美奈　ほか
公益社団法人 日本海員掖済会 小樽掖済会病院 医療安全管理室

研究・開発 Research and development

活動報告
P-117 コロナ渦における安全性・快適性を追求したサージカルガウン開発のコラボレーション

山田 晃正　ほか
市立東大阪医療センター 医療の質・安全管理部 / 市立東大阪医療センター 感染制御チーム（ICT） / 名古屋大学医学
部 ASUISHIプロジェクト推進室

患者安全 Patient safety

活動報告
P-118 転倒･転落アセスメントスコアの検証とスコアシートの改訂

松森 智香　ほか
済生会熊本病院 TQM部 医療安全管理室

活動報告
P-119 日本赤十字社の医療事故防止への取り組み

前田 章子　ほか
日本赤十字社 医療事業推進本部 病院支援部

活動報告
P-120 日本赤十字社の転倒・転落防止への取り組み

前田 章子　ほか
日本赤十字社 医療事業推進本部 病院支援部

活動報告
P-121 インシデント複数報告を活用した医療安全チームと現場の重要報告に対する認識の乖離の検討

水谷 栄梨　ほか
三重大学医学部附属病院 医療安全管理部

活動報告
P-122 効率性と確実な確認方法の推進～同時交差ダブルチェックの導入～

吉持 智恵　ほか
鳥取大学医学部附属病院 医療安全管理部 / 鳥取大学医学部附属病院 看護部

活動報告
P-123 周術期におけるナトリウム依存性グルコース共輸送体－2（SGLT2）阻害薬の休薬への取り組み

乗松 真大　ほか
愛媛大学医学部附属病院 医療安全管理部

活動報告
P-124 手術予定がん患者を対象とした入院前薬剤師外来の構築とその効果

宮浦 誠治　ほか
宮城県立がんセンター 薬剤部

活動報告
P-125 演題取り下げ

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-126 医療安全研修のツールとして「朗読劇」を用いた参加型研修の可能性について

新田 雅彦　ほか
大阪医科薬科大学病院 医療安全推進室
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患者安全 Patient safety

活動報告
P-127 医療安全活動に繋がる有効な安全ラウンドを目指して

本鍋田 由美子　ほか
川崎市立多摩病院 医療安全管理室

ガバナンス Governance

活動報告
P-128 日本赤十字社医療事業推進本部における赤十字病院医療施設の感染管理体制と感染対策事業の推進

福田 真弓　ほか
日本赤十字社 医療事業推進本部 病院支援部 医療課

患者安全 Patient safety

活動報告
P-129 薬剤アレルギー登録のピットホール

亀島 大輔　ほか
刈谷豊田総合病院 安全環境管理室

活動報告
P-130 転倒転落防止にむけたチームでの取り組み

中村 美香　ほか
医療法人豊田会 刈谷豊田総合病院 安全環境管理室 医療安全部門

質改善 Quality improvement

活動報告
P-131 当院での院内心停止症例の減少に向けた取り組み

研井 礼子　ほか
福岡赤十字病院 6階北病棟

患者安全 Patient safety

活動報告
P-132 経管投与において注意を要する医薬品の取り扱いの標準化 ～チューブ閉塞事例の撲滅に向けて～

梅村 朋　ほか
名古屋大学医学部附属病院 患者安全推進部

ガバナンス Governance

活動報告
P-133 安全文化調査結果の活用～職場年度方針策定の取り組みと成果～

河瀬 留美
西淀病院 医療安全管理室

患者安全 Patient safety

活動報告
P-134 空回転ギア付閉鎖式コネクタの中心静脈カテーテルへの応用による潜在的リスクの軽減

山口 智史　ほか
NTT東日本関東病院 医療安全管理室

活動報告
P-135 「安全なワクチン接種のための11 Tips」の開発

西本 真太朗　ほか
大阪大学医学部附属病院 中央クオリティマネジメント部 / 大阪大学大学院歯学研究科 口腔分子感染制御学講座（歯
科保存学教室）

活動報告
P-136 大学病院における入院患者に対する転倒・転落リスクの評価方法変更後の評価 

－転倒・転落減少への寄与と看護職経験年数による評価差について－
大谷 忠広　ほか
群馬大学医学部附属病院 医療の質・安全管理部 / 群馬大学医学部附属病院看護部
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活動報告
P-137 事例に基づいたCOVID19感染症蔓延防止対策の影響下における安全管理の留意点と対策および医療連携

保田 知生　ほか
星ヶ丘医療センター 血管外科 / 星ヶ丘医療センター 超音波センター / 星ヶ丘医療センター 医療安全管理室

活動報告
P-138 注射調剤（緊急区分）におけるバーコード照合の導入およびその評価

鈴木 太一　ほか
横浜市立大学附属病院 薬剤部

質改善 Quality improvement

活動報告
P-139 リンクナースによる他部署看護記録監査の取り組み

柵木 さよ美　ほか
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-140 南信州医療安全ネットワークにおけるチームSTEPPS研修～新たな演習の試み～

川上 善久　ほか
飯田市立病院 医療安全部

質改善 Quality improvement

活動報告
P-141 沖縄県の女性のがん患者に対する妊孕性温存に関する試算と妊孕性温存療法の増加に向けた改善活動

伊佐 奈々　ほか
琉球大学病院 がんセンター

活動報告
P-142 痛みの強さと周期を動的に表現できるデジタル痛み評価ツールの有効性

大姶良 義将　ほか
川崎医療福祉大学 医療技術学部 臨床工学科

患者安全 Patient safety

活動報告
P-143 インシデントレポートシステムに内蔵した「TeamSTEPPS検証プログラム」によるチーム医療機能の検討

栁江 正嗣　ほか
近畿大学病院 安全管理部医療安全対策室

活動報告
P-144 患者誤認防止のためのミーティングを開始して 

～現場主体の患者誤認防止活動～
井上 都美子　ほか
公益財団法人健和会 健和会大手町病院 医療安全管理部

活動報告
P-145 リモートによる安全管理活動の実践～自宅待機を経験して～

餅田 佳美　ほか
市立東大阪医療センター 医療の質・安全管理部

活動報告
P-146 内視鏡外科手術用鉗子の安全な使用についての取り組み

平田 知愛　ほか
藤田医科大学病院 看護部 中央手術室

活動報告
P-147 インシデントレポート報告内容の改訂と防止策の院内周知への試み

萩原 美代子　ほか
公立福生病院 医療安全管理部
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活動報告
P-148 当院におけるインシデントレポートを有効活用するための取り組み 

－インシデントレポートモニター制度について－
百田 真弓　ほか
大阪大学医学部附属病院 中央クオリティマネジメント部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-149 新型コロナウィルス感染症下における看護マネジメント実習にRCA分析手法を用いて代替教育した実践内

容と評価
尾立 篤子　ほか
東邦大学 健康科学部 看護学科

ガバナンス Governance

活動報告
P-150 最前線でコロナに立ち向かう医療スタッフへのサポート

中西 隆史　ほか
地方独立行政法人市立東大阪医療センター 医療の質・安全管理部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-151 複数診療科で構成されたtemporally（一過性）なチームの活用 

―「チーム医療依頼状」の活用―
美野 美香　ほか
近畿大学病院 安全管理部 安全対策室

患者安全 Patient safety

活動報告
P-152 適切なモニター管理と運用を目指したモニターアラームコントロールチームの取り組み

内門 泰斗　ほか
鹿児島大学病院 医療安全管理部

質改善 Quality improvement

活動報告
P-153 多剤併用の外来高齢者に対する薬学的管理業務の質の可視化

佐藤 周子　ほか
シドニー大学 薬学部

能力開発とチーム医療 Building Capability and Leadership

活動報告
P-154 心理的安全性を高めるための質問・承認力向上とチーム機能向上への取り組み

岩越 節子
中部労災病院 医療安全管理室

活動報告
P-155 日本赤十字社医療安全管理者養成研修のオンライン開催への挑戦

松田 眞澄　ほか
日本赤十字社 医療事業推進本部 病院支援部 医療課
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